





Letters from Soldiers of the Rhodesian African Riﬂ es Despatched to the 




4. 1945年 6月 14日付・第 4書簡
ローデシア・アフリカ人ライフル部隊
東南アジア連合軍司令部




（ 1 ） 本稿は，2014 年 3 月に出版された『国際日本学研究』第 6巻第 1号所収の拙稿「第二次世界大戦期の
ビルマ戦線に出征したローデシア・アフリカ人ライフル部隊（現ジンバブウェ）のアフリカ人兵士から
の手紙：全文訳（1/2）」（以下，前稿とする）に掲載した第 1書簡から第 3書簡に続く，第 4書簡（1945
年 6 月 14 日付）及び第 5書簡（同 9月 12 日付）の全文訳である。第二次世界大戦期のローデシア・ア
フリカ人ライフル部隊（RAR）及び同部隊のインド=ビルマ戦線派遣については，前稿を参照されたい。
（ 2 ）以下は，ジンバブウェ国立公文書館所蔵史料（NAZ. RG3/DEF4）‘Letters ［from the Rhodesian 
African Riﬂ es South East Asia Command］ to Our Families and Friends at Home’. Nos. 1‒5, November 










































（ 3 ）前稿同様，本稿においても ’Burma’ の訳語は当時の呼称「ビルマ」を用いる。
（ 4 ）以降，本翻訳で言及のあるビルマ（ミャンマー）の主な都市，村，河川などの位置は図 1を参照のこと。
（ 5 ）原文は ’the Japs’。前稿と同様，本稿においても原文が ’Japanese’ の場合は「日本人」もしくは「日本
（の）」，’Jap’ の場合は「ジャップ」と訳す。






































［出所］ d-map.com（http://d-maps.com）の白地図を下図に，参考文献及びGoogle Maps 等を参照して筆者が作成
［図 1］ ビルマ（ミャンマー）概略図




































（ 6 ）以降，本翻訳で言及のある南ローデシア（ジンバブウェ）の主な都市，村，河川などの位置は図 1を
参照のこと。
（ 7 ）当時のインド=ビルマ戦線には，英領西アフリカ植民地（現在のナイジェリア，ガーナ，シエラレオ
ネ，ガンビア）から「第 81（西アフリカ）師団」と「第 82（西アフリカ）師団」が派遣されていた。 
Page, King’s African Riﬂ es, p.133.

































（ 8 ）‘Hau’ はショナ語で驚きを表す語。





































































私たちアフリカ兵の先陣が敵から 200 ヤード［約 180m］以内のところまで這いながら進んでい
きました。爆撃の音は凄まじく，戦闘機が爆撃を減らし，西アフリカ兵狙撃手たちがジャップの
位置に向けて砲撃を開始すると，いくつもの砲弾が私たちの頭の上を通り越えて飛んでいき，そ







































































活躍したもう 1人の下士官はグワァイ居住区ゴムベヤ出身の RHO157 番エリジャー上級曹長
です。彼の小隊は機関銃と迫撃砲による攻撃にさらされていました。彼は日本軍の陣地のすぐ前
で 4人の仲間の兵士が負傷した声を確認しました。彼は自分に向かって撃たれる銃弾を気にする
［出所］ d-map.com（http://d-maps.com）の白地図を下図に，参考文献及びGoogle Maps 等を参照して筆者が作成
［図 2］ 南ローデシア（ジンバブウェ）概略図












0 0 0 0 0 0 0 0 0
紙を書くことを忘れないで下さい















0 0 0 0
兵士たちに手
紙を書いて下さい。兵士たちのワクワクする話を期待するのはそれから















ブリリマ・マングウェ出身 RHO800 番ンドド二等兵，ニャサランド出身 2315 番ロナルド，




ンダンガ地区出身 1789 番チョムノルグワ軍曹，プラムツリー出身 1226 番シパニュパニュ伍
長，プラムツリー出身 927 番ムチュマイェリ二等兵，プラムツリー出身 4103 番ヴォティ二
等兵，イニャティ出身 1793 番マカニ伍長，ハートリー出身 1697 番スピウェ二等兵，ニャサ
ランド出身 1153 番ラプケン二等兵（彼はモリス少佐の伝令でメッセージを伝える際に負傷
しました），セルクウェ出身 1730 番ホフィスィ二等兵，スィノイア出身 796 番マキワ二等兵，
グウェロ出身 2163 番グズィ二等兵，チリマンズィ出身 2094 番ムザネナム二等兵，ニャマン
ドロヴ出身 449 番ジェームス二等兵，マトボ出身 724 番トモ二等兵，イニャンガ出身 1690
























した（実際彼らは忘れていません）。モリス少佐の中隊からは 3名の司令官と 35 名の兵士が犠牲
になりました。この内の 2名は銃弾と迫撃砲による犠牲者です。」ここで再び，ある将校が書い
ていることを紹介します。「いかなる困難があろうとも，アフリカ人兵士から一言も不満を聞く
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ことはなかった
































5. 1945年 9月 12日付・第 5書簡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローデシア・アフリカ人ライフル部隊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東南アジア連合軍司令部























きました。私たちはラムリーを 1945 年 3 月に離れています。再び自分たちの装備鞄を見ること
占領日












































































































第二次世界大戦期のビルマ戦線に出征したローデシア・アフリカ人ライフル部隊（現ジンバブウェ）のアフリカ人兵士からの手紙：全文訳（2/2） 81（ 30 ）
てくるものは誰であろうが攻撃してほしいと頼みました。しかしそれはジャップではありません
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